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もい な り多燕 であ る， 又船 め k迷 べ 医 よ うに o 〈一β
一 r の つ U

’
　bN

”
　
tt む

’

塑 伺 に ｛・不色怒で あ

り伽 難 蜆 塩 の あ碑 職 協 ろ 。 よ ・吻 触 咽 究b嘱 勇で 励 ・
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又〆 勲 里嵎 繍 る 肋 で ド’・一ス ・ み え砺 能拠 紡 ・ 又 こ tc
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μ 挈
一
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r
」
・

い 。 SmBs
譲 う 挈鍛 ベ ン ド祓 砥 鰹 撒 ・
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幡 磁 驚 （9ヂ脚 と砂 げ、♂ ・対繭 轍 躪 単な ＄．・z
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